
22024年（令和6年）7月17日（水曜日）

熱心にクイズに参加する児童

岡田氏（左）と佐伯氏が講師を務めた

藤
井
所
長
（
前
列
中
央
）
を
囲
む
優
良
工
事
関
係
受
賞
者
、
難
工
事
功
労
受
賞
者
、
優
良
業
務
関
係
受
賞
者
、
建
設
産
業
担
い
手
確
保
・
育

成
貢
献
工
事
お
よ
び
新
技
術
活
用
・
生
産
性
等
向
上
工
事
受
賞
者

ウルトラファインバブル給湯器を体験した

受賞者代表あいさつに立つ宮村
東邦建設代表取締役（右）

藤井所長

千
葉
国
道 

優
良
工
事
等
表
彰
式

萩
原
、東
邦
ら
に
栄
誉

　

工
事
８
件
、業
務
７
件
な
ど

　
表
彰
状
授
与
を
経
て
、
藤
井

和
久
事
務
所
長
は
、
事
業
推
進

へ
の
貢
献
に
敬
意
と
謝
意
を
示

し
、
「
一
層
の
技
術
の
研
さ
ん

に
努
め
、
建
設
業
界
に
模
範
を

示
す
立
場
と
し
て
尽
力
し
て
ほ

し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　
受
賞
者
代
表
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
東
邦
建
設
㈱
の
宮
村
亮
祐

代
表
取
締
役
は
「
受
賞
を
励
み

と
し
、
一
層
の
建
設
技
術
の
向

上
と
経
営
基
盤
の
強
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、
国
土
強
靭
化
に

向
け
た
社
会
資
本
整
備
、
住
民

生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、

地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
に
貢

献
し
て
い
く
」
と
決
意
を
述

べ
、
指
導
と
鞭
撻
を
求
め
た
。

　
表
彰
対
象
は
次
の
通
り
。

【
優
良
工
事
お
よ
び
優
秀
工
事

技
術
者
】

　
▽
Ｒ
４
圏
央
道
芝
山
地
区
改

良
工
事
＝
㈱
加
藤
建
設
東
京
支

店　
▽
Ｒ
４
国
道
16
号
市
原
地
区

（
そ
の
10
）
電
線
共
同
溝
工
事

＝
㈱
ガ
イ
ア
ー
ト
首
都
圏
支

店
、
監
理
技
術
者
・
小
山
友
也

氏　
▽
Ｒ
４
国
道
３
５
７
号
末
広

橋
下
部
他
工
事
＝
工
建
設
㈱
、

監
理
技
術
者
・
椎
原
洋
司
氏

　
▽
Ｒ
３
国
道
３
５
７
号
海
老

川
大
橋
下
部
工
事
＝
東
鉄
工
業

㈱
千
葉
支
店
、
監
理
技
術
者
・

鈴
木
健
次
氏

　
▽
Ｒ
４
圏
央
道
多
古
地
区
改

良
そ
の
４
工
事
＝
東
邦
建
設

　
千
葉
国
道
事
務
所
は
16
日
、
２
０
２
３
年
度
優
良
工
事
等
事
務
所
長
表
彰
式
を
事
務
所
２

０
２
会
議
室
で
執
り
行
っ
た
。
優
良
工
事
関
係
は
、
優
良
工
事
８
件
、
優
秀
工
事
技
術
者
６

人
、
難
工
事
功
労
30
件
。
優
良
業
務
関
係
は
、
優
良
業
務
７
件
、
優
秀
技
術
者
７
人
を
選

定
。
建
設
産
業
担
い
手
確
保
・
育
成
貢
献
工
事
お
よ
び
新
技
術
活
用
・
生
産
性
等
向
上
工
事

は
４
件
だ
っ
た
。
優
良
工
事
で
は
、
萩
原
土
建
㈱
、
東
邦
建
設
㈱
、
㈱
加
藤
建
設
、
㈱
新
松

戸
造
園
な
ど
が
名
を
連
ね
た
。

ナ
ン
ス
㈱
、
主
任
技
術
者
・
堀

江
翔
平
氏

　
▽
Ｒ
４
圏
央
道
多
古
地
区
橋

梁
上
部
工
事
＝
㈱
富
士
ピ
ー
・

エ
ス
関
東
支
店
、
監
理
技
術
者

・
豊
島
真
吾
氏

【
難
工
事
功
労
】

　
▽
Ｒ
５
千
葉
国
道
管
内
Ｃ
Ｃ

Ｔ
Ｖ
設
備
設
置
工
事
＝
エ
ク
シ

オ
グ
ル
ー
プ
㈱

　
▽
Ｒ
４
木
更
津
出
張
所
予
備

発
電
設
備
改
修
他
工
事
＝
㈱
桜

電
社

　
▽
Ｒ
３
・
４
・
５
千
葉
・
酒

々
井
・
木
更
津
道
路
清
掃
作
業

＝
川
上
建
設
㈱

　
▽
Ｒ
４
国
道
16
号
市
原
地
区

（
そ
の
10
）
電
線
共
同
溝
工
事

＝
㈱
ガ
イ
ア
ー
ト
首
都
圏
支
店

　
▽
Ｒ
４
千
葉
国
道
事
務
所
空

調
設
備
改
修
工
事
＝
㈱
新
日
本

三
喜

　
▽
Ｒ
５
柏
出
張
所
管
内
緑
地

管
理
工
事
＝
㈱
新
松
戸
造
園

　
▽
Ｒ
４
国
道
３
５
７
号
末
広

橋
下
部
他
工
事
＝
工
建
設
㈱

　
▽
Ｒ
４
千
葉
国
道
管
内
Ｃ
Ｃ

Ｔ
Ｖ
設
備
設
置
そ
の
２
工
事
＝

田
中
電
気
㈱

　
▽
Ｒ
４
国
道
16
号
市
原
地
区

（
そ
の
９
）
電
線
共
同
溝
工
事

＝
中
部
土
木
㈱
東
京
支
店

　
▽
Ｒ
３
・
４
・
５
船
橋
出
張

所
管
内
維
持
工
事
＝
東
亜
道
路

工
業
㈱
関
東
支
社

　
▽
Ｒ
４
国
道
16
号
大
青
田
地

区
（
そ
の
７
）
電
線
共
同
溝
工

事
＝
日
瀝
道
路
㈱

　
▽
Ｒ
３
・
４
・
５
木
更
津
出

張
所
管
内
維
持
工
事
＝
日
本
道

路
㈱
東
京
支
店

　
▽
Ｒ
４
国
道
14
号
幕
張
地
区

外
改
良
舗
装
工
事
＝
日
本
道
路

㈱
東
京
支
店

　
▽
Ｒ
３
・
４
・
５
柏
・
船
橋

管
内
道
路
清
掃
作
業
＝
日
本
ロ

ー
ド
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

　
▽
Ｒ
４
圏
央
道
多
古
地
区
改

良
そ
の
２
工
事
＝
萩
原
土
建
㈱

　
▽
Ｒ
５
船
橋
出
張
所
管
内
緑

地
管
理
そ
の
１
工
事
＝
藤
木
園

緑
化
土
木
㈱

　
▽
Ｒ
４
柏
・
船
橋
出
張
所
管

内
橋
梁
補
修
維
持
工
事
＝
フ
ジ

タ
道
路
㈱
首
都
圏
支
店

　
▽
Ｒ
４
国
道
16
号
長
殿
橋
橋

梁
補
修
工
事
＝
フ
ジ
タ
道
路
㈱

首
都
圏
支
店

　
▽
Ｒ
４
圏
央
道
多
古
地
区
橋

梁
上
部
工
事
＝
㈱
富
士
ピ
ー
・

エ
ス
関
東
支
店

　
▽
Ｒ
４
千
葉
国
道
管
内
道
路

照
明
灯
改
修
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
工
事

＝
㈱
丸
電

　
▽
Ｒ
５
千
葉
出
張
所
管
内
緑

地
管
理
工
事
＝
み
か
ど
造
園
㈱

　
▽
Ｒ
５
船
橋
出
張
所
管
内
緑

地
管
理
そ
の
２
工
事
＝
み
か
ど

造
園
㈱

　
▽
Ｒ
３
圏
央
道
多
古
地
区
改

良
そ
の
８
工
事
＝
㈱
森
組
東
京

本
店

　
▽
Ｒ
５
木
更
津
出
張
所
管
内

緑
地
管
理
工
事
＝
㈱
山
田
緑
地

建
設

　
▽
Ｒ
４
千
葉
国
道
経
路
情
報

収
集
装
置
設
置
工
事
＝
㈱
ユ
ア

テ
ッ
ク
東
京
本
部

　
▽
Ｒ
４
国
道
３
５
７
号
舞
浜

大
橋
山
側
（
東
行
き
）
橋
梁
補

修
そ
の
４
工
事
＝
㈱
横
河
ブ
リ

ッ
ジ

　
▽
Ｒ
３
国
道
３
５
７
号
江
戸

川
左
岸
高
架
橋
（
海
側
）
床
版

架
替
他
そ
の
４
工
事
＝
ラ
イ
ト

工
業
㈱
関
東
防
災
統
括
支
店

　
▽
Ｒ
４
国
道
14
号
新
幕
張
橋

（
下
り
）
耐
震
補
強
工
事
＝
ラ

イ
ト
工
業
㈱
関
東
防
災
統
括
支

店　
▽
Ｒ
４
国
道
１
２
７
号
館
富

ト
ン
ネ
ル
補
強
工
事
＝
ラ
イ
ト

工
業
㈱
関
東
防
災
統
括
支
店

　
▽
Ｒ
４
国
道
３
５
７
号
江
戸

川
左
岸
高
架
橋
（
海
側
）
床
版

架
替
他
そ
の
５
工
事
＝
ラ
イ
ト

工
業
㈱
関
東
防
災
統
括
支
店

【
優
良
業
務
お
よ
び
優
秀
技
術

者
】

　
▽
Ｒ
４
圏
央
道
地
下
水
他
調

査
検
討
Ｇ
６
業
務
＝
㈱
エ
イ
ト

日
本
技
術
開
発
東
京
支
社
、
主

任
技
術
者
・
風
見
健
太
郎
氏

　
▽
Ｒ
５
千
葉
国
道
調
査
設
計

資
料
作
成
Ｇ
３
業
務
＝
沖
昌
エ

習
志
野
市
イ
ン
フ
ラ
協

「
お
湯
の
し
く
み
」学
ぶ

　

津
田
沼
小
で
出
前
授
業

　
（
一
社
）
習
志
野
市
イ
ン
フ

ラ
協
議
会
は
12
日
、
津
田
沼
小

学
校
の
４
年
生
１
２
１
人
を
対

象
と
し
、「
お
湯
の
し
く
み
」
を

旧

小
糸
小
利
活
用
事
業
者
再
募
集

�

事
業
内
容
を
重
視

君津市
　
君
津
市
は
12
日
、
旧
小
糸
小

学
校
利
活
用
事
業
者
の
再
募
集

を
開
始
し
た
。
当
初
募
集
で
は

２
０
２
３
年
８
月
31
日
に
要
項

を
公
表
し
、
３
事
業
者
が
参

加
。
２
月
17
日
に
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
審
査
を
行
っ
た
が
、

事
業
内
容
審
査
の
最
低
基
準
点

の
１
２
０
点
に
達
し
な
か
っ
た

た
め
、
全
者
失
格
と
し
た
。
再

募
集
に
当
た
っ
て
は
、
第
２
次

審
査
の
審
査
項
目
に
つ
い
て
、

価
格
審
査
点
を
撤
廃
し
、
事
業

内
容
を
重
視
し
て
い
る
。

　
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
事

業
提
案
を
募
る
も
の
で
、
不
要

な
建
物
を
除
却
す
る
場
合
は
評

価
時
に
加
点
を
行
う
。

　
土
地
建
物
売
買
契
約
に
よ
る

場
合
の
最
低
売
却
価
格
は
土
地

６
９
３
０
万
円
・
建
物
２
６
４

０
万
円
、
ま
た
建
物
の
使
用
貸

借
契
約
お
よ
び
校
庭
の
賃
貸
借

契
約
に
よ
る
場
合
の
最
低
貸
付

価
格
（
年
額
）
は
土
地
１
１
１

万
２
４
０
０
円
（
建
物
は
無

償
）
。

　
参
加
資
格
要
件
は
、
法
人
格

を
有
す
る
単
体
の
事
業
者
ま
た

は
複
数
の
事
業
者
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
、
事
業

を
運
営
で
き
る
資
金
力
、
企
画

力
、
技
術
力
、
経
営
能
力
な
ど

を
有
し
、
か
つ
提
案
事
業
に
つ

い
て
経
歴
、
実
績
、
社
会
的
信

用
を
有
す
る
こ
と
な
ど
。

　
今
後
は
、
30
日
と
８
月
７
日

に
現
地
見
学
会
を
行
う
。
参
加

希
望
者
は
、
希
望
日
の
３
日
前

ま
で
に
申
し
込
み
を
行
う
。
８

月
20
日
ま
で
質
問
書
の
提
出
を

受
け
付
け
、
９
月
３
日
に
回

答
。
13
日
ま
で
参
加
申
込
書
な

ど
の
提
出
を
求
め
、
９
月
中
の

第
１
次
審
査
を
経
て
、
第
１
次

審
査
結
果
通
知
日
か
ら
12
月
27

日
ま
で
提
案
書
な
ど
の
提
出
を

受
け
付
け
、
25
年
１
月
に
第
２

次
審
査
を
行
う
予
定
。

　
事
業
者
は
、
契
約
締
結
日
か

ら
２
年
以
内
に
事
業
計
画
に
基

づ
く
利
活
用
を
開
始
し
、
10
年

以
上
継
続
す
る
こ
と
。

　
施
設
は
、
大
井
戸
１
０
６
１

に
所
在
。
土
地
は
市
有
地
で
、

施
設
台
帳
面
積
２
万
１
０
１
４

㎡
。
都
市
計
画
区
域
外
に
位
置

し
て
い
る
。

　
建
物
の
総
延
べ
床
面
積
は
３

４
４
０
㎡
。
主
な
建
物
は
▽
管

理
教
室
棟
＝
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建

て
、
延
べ
床
面
積
１
７
５
０

㎡
、
１
９
７
２
年
建
築
、
Ｉ
ｓ

値
０
・
77
▽
特
別
教
室
棟
＝
Ｒ

Ｃ
造
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積

１
０
９
２
㎡
、
74
年
建
築
、
Ｉ

ｓ
値
０
・
71
▽
屋
内
運
動
場
＝

Ｓ
造
平
屋
、
床
面
積
４
２
０

㎡
、
69
年
建
築
、
Ｉ
ｓ
値
０
・

77
。

　
県
流
山
区
画
整
理
事
務
所

は
、
木
地
区
一
体
型
特
定
土
地

区
画
整
理
事
業
の
保
留
地
３
物

件
合
計
３
１
０
１
・
11
㎡
を
一

般
競
争
入
札
で
分
譲
す
る
。
同

物
件
は
、
木
地
区
に
お
い
て
最

後
の
保
留
地
と
な
る
。

　
入
札
参
加
希
望
者
は
、
電
話

で
事
前
連
絡
の
上
、
保
留
地
販

売
担
当
（
電
話
04
―
７
１
３
８

―
６
３
６
０
）
へ
申
込
書
な
ど

を
持
参
す
る
。
受
け
付
け
は
８

月
22
日
と
23
日
。
10
月
３
日
と

４
日
の
入
札
を
経
て
、
同
月
７

物件位置図

日
に
開
札
の
運
び
。

　
分
譲
案
内
書
に
つ
い
て
は
、

８
月
23
日
ま
で
保
留
地
販
売
担

当
と
市
街
地
整
備
課
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
県
の
宅
地
分
譲

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
。

　
各
物
件
の
概
要
は
次
の
通

り
。

　
〔
▽
所
在
地
（
保
留
地
番

号
）
＝
①
面
積
②
最
低
売
却
価

格
③
用
途
地
域
④
建
蔽
率
／
容

積
率
〕

　
▽
木
１
―
12
―
４
（
21
街
区

３
画
地
）
＝
①
７
９
５
・
31
㎡

②
１
億
５
６
６
７
万
６
０
０
０

円
③
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用

地
域
④
60
％
／
２
０
０
％

　
▽
木
１
―
13
―
３
（
22
街
区

１
画
地
）
＝
①
１
０
６
６
・
17

㎡
②
２
億
１
０
０
３
万
５
０
０

０
円
③
第
一
種
中
高
層
住
居
専

用
地
域
④
60
％
／
２
０
０
％

　
▽
木
１
―
10
―
11
（
23
―
１

街
区
８
画
地
）
＝
①
１
２
３
９

・
63
㎡
②
２
億
１
１
６
０
万
４

０
０
０
円
③
第
二
種
住
居
地
域

④
60
％
／
２
０
０
％

【
長
谷
川
孝
夫
・
鴨
川
市
長
】

　
こ
の
鴨
川
の
地
で
あ
る
房
総

半
島
は
、
非
常
に
厳
し
い
地
形

の
中
で
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
だ
が
、
い
つ
大
き
な
自
然

災
害
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
場
所
に
置
か
れ
て
お
り
、
歴

史
上
で
も
そ
う
言
わ
れ
て
い

る
。
従
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
仕

事
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
改
め
て
、
我
が

鴨
川
市
の
安
全
・
安
心
と
貴
重

な
る
財
産
を
守
る
た
め
に
尽
力

頂
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

建
設
業
の
仕
事
に
は

大
き
な
意
義
が
あ
る

　
先
日
も
大
雨
警
戒
情
報
が
発

令
さ
れ
、
避
難
所
の
開
設
が
あ

っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
に

よ
り
本
日
は
こ
の
海
岸
に
も
、

市
内
の
河
川
な
ど
か
ら
の
流
木

が
多
く
散
見
さ
れ
る
。

　
間
も
な
く
夏
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
る
。
鴨
川
の
一
つ
の

大
き
な
財
産
で
あ
る
こ
の
海
岸

に
、
多
く
の
観
光
客
に
来
て
も

ら
う
た
め
に
は
、
き
れ
い
な
海

岸
が
魅
力
と
な
る
。
み
な
さ
ん

の
力
を
借
り
な
が
ら
、
こ
の
鴨

川
の
財
産
を
守
り
抜
き
、
将
来

に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。

【
鶴
谷
武
志
・
県
安
房
土
木
事

務
所
鴨
川
出
張
所
長
】

　
海
岸
管
理
者
と
し
て
、
当
事

務
所
か
ら
も
数
人
で
は
あ
る

が
、
海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。

こ
の
海
岸
は
「
日
本
の
渚
１
０

０
選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
鴨
川
に
と
っ
て
の
大
き

な
財
産
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ

れ
だ
け
の
大
人
数
で
行
う
清
掃

活
動
か
ら
も
、
鴨
川
支
部
が

「
一
丸
と
な
っ
て
ま
と
ま
っ
た

支
部
」
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。「

日
本
の
渚
１００
選
」を

一
緒
に
守
っ
て
い
く

　
６
月
の
後
半
に
梅
雨
に
入

り
、
既
に
２
度
の
大
雨
に
見
舞

わ
れ
、
国
道
の
通
行
止
め
等
々

が
あ
っ
た
。
未
だ
旧
道
の
部
分

は
一
部
通
行
止
め
の
状
況
か

ら
、
み
な
さ
ん
の
協
力
の
も
と

で
、
復
旧
に
向
け
た
作
業
を
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
等

も
迎
え
る
が
、
支
部
会
員
の
み

な
さ
ん
に
は
引
き
続
き
、
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
と

思
う
。
本
日
は
熱
中
症
対
策
に

も
十
分
に
留
意
し
て
、
清
掃
活

動
に
あ
た
っ
て
頂
き
た
い
。

【
川
名
康
介
・
県
議
会
議
員

（
支
部
顧
問
）
】

　
こ
れ
ま
で
15
年
以
上
に
わ
た

り
、
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
毎

年
続
け
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

海
岸
清
掃
に
対
し
て
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
長
谷

川
市
長
と
鶴
谷
出
張
所
長
か
ら

鴨
川
支
部
・
前
原
海
岸
清
掃

長
谷
川
市
長
ら
あ
い
さ
つ

〈１面参照〉

も
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
６
月

か
ら
大
雨
等
に
よ
る
災
害
に
よ

り
道
路
の
通
行
止
め
等
々
が
あ

っ
た
が
、
関
係
各
社
の
み
な
さ

ん
の
お
蔭
で
復
旧
で
き
た
と
こ

ろ
と
、
こ
れ
か
ら
迅
速
に
手
掛

け
て
頂
け
る
状
況
に
あ
る
。

県
と
鴨
川
市
の
連
携

工
事
し
や
す
い
状
況

　
そ
れ
以
外
に
も
現
在
の
鴨
川

市
内
で
は
、
県
道
沿
い
な
ど
様

々
な
場
所
で
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
災
害
の
た
め
に
事
業

を
止
め
る
の
で
は
な
く
、
災
害

復
旧
を
し
な
が
ら
本
来
の
事
業

を
進
め
る
と
い
う
部
分
で
は
、

み
な
さ
ん
に
多
く
の
負
担
を
か

け
て
い
る
と
も
感
じ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
も
合
わ
せ
て
御
礼
申

し
上
げ
た
い
。

　
大
雨
に
よ
る
災
害
想
定
は
難

し
い
面
も
あ
る
が
、
し
っ
か
り

と
み
な
さ
ん
に
協
力
し
て
頂
い

て
復
旧
し
て
い
く
。
そ
れ
に

は
、
県
と
鴨
川
市
と
鴨
川
支
部

と
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
連
携

状
況
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
支

部
会
員
が
工
事
の
し
や
す
い
状

況
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
れ
が

我
々
の
仕
事
だ
と
認
識
し
、
心

掛
け
て
い
き
た
い
。

　
海
開
き
に
向
け
て
現
在
、
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
日

の
清
掃
が
こ
の
夏
の
素
晴
ら
し

い
海
水
浴
場
の
設
営
に
向
け

て
、
大
い
に
寄
与
す
る
こ
と
を

確
信
し
て
い
る
。
暑
さ
の
中
で

恐
縮
で
は
あ
る
が
、
引
き
続
き

鴨
川
市
の
活
性
化
の
た
め
に
も

支
援
と
協
力
を
賜
り
た
い
。

県流山区画整理

一般競争で分譲
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津
田
沼
駅
南
再
開
発

来
月
に
説
明
会
開
催

野
村
不
動
産

　
野
村
不
動
産
㈱
（
東
京
都
新

宿
区
西
新
宿
１
―
26
―
２
）
は

８
月
３
日
と
４
日
、
習
志
野
市

に
あ
る
モ
リ
シ
ア
津
田
沼
４
階

モ
リ
シ
ア
ホ
ー
ル
で
「
市
街
地

再
開
発
事
業
に
関
す
る
説
明

会
」
を
開
催
す
る
。
同
社
は
、

Ｊ
Ｒ
津
田
沼
駅
南
口
地
区
に
お

け
る
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施

行
予
定
者
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
街
地
再
開
発
事
業
で
は
、

50
階
相
当
の
住
宅
棟
と
、
現
・

文
化
ホ
ー
ル
が
入
る
複
合
施
設

「
モ
リ
シ
ア
津
田
沼
」
と
同
等

規
模
の
地
下
２
階
地
上
９
階
建

て
の
複
合
施
設
棟
を
建
設
。

　
複
合
施
設
棟
は
地
下
２
階
に

駐
車
場
、
地
下
１
階
か
ら
地
上

４
階
に
商
業
施
設
を
配
置
。
５

階
以
上
は
、
屋
上
広
場
約
４
０

０
０
㎡
（
５
階
）
、
オ
フ
ィ
ス

棟
（
５
〜
８
階
）
、
文
化
ホ
ー

ル
（
５
〜
９
階
）
で
構
成
す

る
。

㈱
、
監
理
技
術

者
・
渡
邉
信
弘

氏　
▽
Ｒ
４
国
道

16
号
大
青
田
地

区
（
そ
の
７
）

電
線
共
同
溝
工

事
＝
日
瀝
道
路

㈱　
▽
Ｒ
３
・
４

・
５
柏
・
船
橋

管
内
道
路
清
掃

作
業
＝
日
本
ロ

ー
ド
・
メ
ン
テ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
、
担
当
技

術
者
・
岩
田
一
氏

　
▽
Ｒ
４
千
葉
国
道
道
路
維
持

修
繕
計
画
検
討
他
Ｍ
15
業
務
＝

国
際
航
業
㈱
千
葉
支
店
、
管
理

技
術
者
・
田
島
朋
樹
氏

　
▽
Ｒ
４
国
道
１
２
７
号
防
災

設
計
Ｇ
14
業
務
＝
セ
ン
ト
ラ
ル

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
千
葉
営
業

所
、
管
理
技
術
者
・
山
口
友
輔

氏　
▽
Ｒ
４
千
葉
国
道
管
内
電
線

共
同
溝
予
備
設
計
（
そ
の
１
）

Ｈ
５
業
務
＝
㈱
長
大
千
葉
事
務

所
、
担
当
技
術
者
・
宮
内
久
年

氏　
▽
Ｒ
４
・
Ｒ
５
千
葉
国
道
工

事
監
督
支
援
Ｍ
４
業
務
＝
㈱
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
東
京
支

社
、
管
理
技
術
者
・
高
橋
記
幸

氏　
▽
Ｒ
４
千
葉
国
道
管
内
電
線

共
同
溝
予
備
他
設
計
（
そ
の

２
）
Ｈ
６
業
務
＝
㈱
ニ
ュ
ー
ジ

ェ
ッ
ク
関
東
支
店
、
管
理
技
術

者
・
岡
田
範
彦
氏

【
建
設
産
業
担
い
手
確
保
・
育

成
貢
献
工
事
お
よ
び
新
技
術
活

用
・
生
産
性
等
向
上
工
事
】

　
▽
Ｒ
４
圏
央
道
芝
山
地
区
改

良
工
事
＝
㈱
加
藤
建
設
東
京
支

店　
▽
Ｒ
４
圏
央
道
多
古
地
区
改

良
そ
の
12
工
事
＝
㈱
加
藤
建
設

東
京
支
店

　
▽
Ｒ
３
国
道
３
５
７
号
海
老

川
大
橋
下
部
工
事
＝
東
鉄
工
業

㈱
千
葉
支
店

　
▽
Ｒ
４
圏
央
道
多
古
地
区
改

良
そ
の
８
工
事
＝
古
谷
建
設
㈱

て
行
い
、
各
回
約
30
人
が
受

講
。
４
時
限
目
に
は
、
習
志
野

市
議
会
の
佐
々
木
秀
一
議
長

（
真
政
会
）と
金
子
友
之
議
員

（
同
）が
視
察
に
訪
れ
た
。
岩
井

健
会
長（
㈱
サ
ク
ラ
設
備
）は
、

出
前
授
業
の
内
容
を
説
明
し
、

「
教
科
書
に
載
っ
て
い
な
い
専

門
知
識
を
早
い
時
期
か
ら
学
ぶ

こ
と
に
よ
り
、
設
備
業
界
の
担

い
手
と
な
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
ほ
し
い
」と
期
待
を
寄
せ
た
。

　
講
師
は
、
岡
田
拓
巳
氏
（
リ

ン
ナ
イ
㈱
千
葉
営
業
所
）
と
佐

伯
雄
太
郎
氏
（
㈱
小
泉
東
関
東

習
志
野
営
業
所
）
が
務
め
た
。

「
湯
は
ど
こ
で
作
ら
れ
る
か
」

「
ど
う
や
っ
て
水
か
ら
湯
に
な

る
の
か
」
な
ど
の
身
近
な
疑
問

点
を
整
理
し
、
実
物
の
給
湯
器

を
用
い
て
、
構
造
な
ど
を
説

明
。
児
童
は
、
水
が
湯
に
な
る

仕
組
み
を
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ぶ

と
と
も
に
、
微
細
な
泡
を
含
ん

だ
湯
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

「
ウ
ル
ト
ラ
フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル

給
湯
器
」
を
体
験
し
た
。

　
「
給
湯
器
の
電
源
は
入
れ
放

し
で
問
題
無
い
か
」
「
学
校
の

給
湯
器
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」

「
ウ
ル
ト
ラ
フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル

給
湯
器
は
い
く
ら
か
」
な
ど
、

児
童
か
ら
活
発
な
質
問
が
寄
せ

実
花
小
学
校
で
「
あ
か
り
の
エ

コ
教
室
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開

催
す
る
予
定
。

テ
ー
マ
と
す
る
習
志
野
市
制
施

行
70
周
年
記
念
出
前
授
業
を
同

校
小
ア
リ
ー
ナ
で
開
講
し
た
。

１
〜
４
時
限
目
に
４
回
に
分
け

ら
れ
た
。

　
リ
ン
ナ
イ
㈱

千
葉
営
業
所
と

㈱
小
泉
東
関
東

習
志
野
営
業
所

に
お
い
て
は
、

初
と
な
る
出
前

授
業
へ
の
参
加

と
な
っ
た
。
岡

田
氏
と
佐
伯
氏

は
「
子
ど
も
た

ち
の
楽
し
そ
う

な
笑
顔
を
見
て

達
成
感
が
あ

る
」
と
コ
メ
ン

ト
し
た
。

　
次
回
の
出
前

授
業
は
18
日
、

??? ??
折れ線


